





























英語を第二言語（English as a second language, ESL）、または外国語（English as a foreign 












るということである。このことを念頭に、非英語母語話者（Non-native speakers of English, 
NNS）同士の実際の英語使用に関する資料を収集・分析し、音声面においてコミュニケー
ションを阻害する要素・特徴などについて研究が行われている。この研究の最終目標は、







としての英語使用者は、二言語使用英語話者（Bilingual English speaker, BES）や英語母語
話者（Native speaker of English, NS）ではなく、二言語使用者のレベルに達しない英語話




















































る場合には、ほぼ[h]となるため、forceはhorseと聞こえる。また/t d s z/などの歯茎音も/㸍/, 





（1）a．/ɔː/,  /ə㷚/ （[oː]：caught＝coat）
  /æ/,  /ʌ/ （[a]：lack＝luck）
  /㷖ː/,  /ə/ （[ɑ]）
  /i/,  /u/ （前後に無声子音がある場合に無声化：Chicago）
   b． /l/,  /r/ （日本語の[r]：glamour＝grammar）
  /ɵ/,  /ð/ （[s ʃ],  [z dʒ]）
  /v/ （[b]：very＝berry）
  /h/ （/uː/が後続：両唇摩擦音[㸐],  /iː/が後続：[ʃ]＞he＝she）
  /f/ （/ɔː/が後続：[h]＞force＝horse）
  /t d s z / （/㸍/,  /iː/が後続：[tʃ dʒ ʃ dʒ]）
  /t d/ （/㷚/,  /uː/が後続：[ts dʒ]）












  音素対立の混同：/㸍 - iː/,  /㷖ː - ɑː/など
  硬音・軟音（fortis/lenis）の混同：とりわけ語末位置で、/f - v/など
  子音連鎖





  歯摩擦音/ɵ/,  /ð/：別な音への置き換え、/t/,  /d/,  /z/など
  1 のグループほど重要でない母音の区別：/uː - 㷚/,  /㷜 - ɔː/
  /l/の異音の不適切な位置での使用：すべての生起位置での[l~]又は[l]






















（3）  /r/,  /l/
  /s/,  /z/,  /t/,  /d/,  /h/（/i/が後続する場合）
  /n/ 6（特に語末位置）







































/ð/である。東アジアのELF使用下では多くの場合、/s/,  /z/や/t/,  /d/などに置き換わってお
り、このことが原因で問題が生じた事例はないということである。またJenkins（2000: 137）
では日本語を母語とする英語話者の[t]が[ɵ]と解釈されたり、イギリス各地では歯摩擦音



















































6．Walker（2009）では口蓋化により影響を受ける子音として/s z t d h/とひとまとめにされている
が、/n/については口蓋化の事例は示されていない。（2）で示したように語末位置で日本語の/
N/に置き換わることが多く、その結果in an hourやon airなどでは/n/が落とされているような印
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